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職員人事異動のお知らせ
平成31年3月1日付

氏　名 新　部　署 旧　部　署

営農経済部

松　本　賢　悟 営農推進資材課 企画総務部　総務課付
（大田市農業担い手支援センター出向）

下　垣　幸　大 営農推進資材課 大田北支店（LA担当）

金融共済部

西　村　春　美 金融課 大田中央支店

企画総務部

神　移　奈央子 企画推進課 本店　監査部

馬　木　竜　志 総務課付
（大田市農業担い手支援センター出向） 営農経済部　営農推進資材課

支　　店

松　浦　菜摘子 大田中央支店　業務係長（LA担当） 企画総務部　企画推進課　業務係長

鳥屋尾　　　研 大田中央支店　業務係長（LA担当） 大田中央支店（LA担当）

山　下　明　博 大田東支店　業務係長（LA担当） 大田東支店（LA担当）

宮　原　　　勝 仁摩支店　業務係長（LA担当） 大田中央支店　業務係長（LA担当）

原　　　聖　菜 大田中央支店　　 大田東支店　

神　田　真　哉 大田北支店（LA担当） 金融共済部　金融課

井　上　拓　雲 大田北支店 大田北支店付
（本店金融部年金相談課へ派遣研修）

森　田　真　央 大田東支店 大田中央支店

契約職員

坂　根　真由美 大田中央支店 大田北支店

熱　田　知　美 三瓶支店 高山支店

金　盛　圭　子 高山支店 三瓶支店

吉　原　まゆみ 温泉津支店 仁摩支店

花　田　鈴　子 仁摩支店 温泉津支店
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
青
年
連
盟
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見

銀
山
女
性
部
が
3
月
2
日
に
、
食
農
料
理
体
験「
家
族
と

一
緒
に
た
っ
ぷ
り
お
お
だ
産 

と
っ
て
つ
く
っ
て
た
べ
よ

う
」を
開
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
11
組
の
親
子
が
市
内
の

生
産
現
場
を
見
学
し
、
食
材
を
調
達
し
て
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山

地
区
本
部
に
持
ち
帰
り
、
調
理
し
て
味
わ
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
く
じ
引
き
で
4
組
に
分
か
れ
、
青
年
連
盟
盟

友
の
引
率
で
、
そ
れ
ぞ
れ
大
田
市
の
特
産
品
を
作
る
農
場

や
工
場
、
大
型
農
家
を
見
学
し
ま
し
た
。
協
力
し
た
の

は
㈲
旭
養
鶏
舎（
波
根
町
）、
㈲
中
山
農
場（
川
合
町
）、

わ
な
か
農
園（
久
手
町
）、
認
定
農
業
者
で
あ
る
内
田

洋
平
さ
ん（
久
手
町
）、
原
醤
油
㈲（
久
手
町
）の
5
件
。

施
設
見
学
や
生
産
者
の
思
い
を
聞
き
、
卵
や
牛
乳
、
い
ち

ご
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
醬
油
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
食
材
を
調

達
し
た
後
は
女
性
部
の
指
導
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
材
を
主

役
に
し
た
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

料
理
は『
親
子
丼
』『
キ
ャ
ベ
ツ
と
韓
国
海
苔
の
ナ
ム

ル
風
サ
ラ
ダ
』『
キ
ャ
ベ
ツ
の
具
沢
山
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
』

『
ミ
ル
ク
バ
バ
ロ
ア
の
い
ち
ご
の
っ
け
』で
、
調
達
し
た

食
材
以
外
に
も
大
田
産
の
食
材
を
揃
え
ま
し
た
。
食
事
の

後
は
、
生
産
現
場
で
の
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
で
見
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
感
想
を
発
表
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は「
牛
の
体
重
が
５
０
０
㌔
も
あ
る
の
を

初
め
て
知
っ
た
」な
ど
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た
竹
下
幸
二
青
年
連
盟
委
員
長

（
㈲
旭
養
鶏
舎
専
務
）は「
例
年
よ
り
参
加
家
族
が
多
く
、

嬉
し
く
思
う
。
今
日
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、
地
元

大
田
市
の
農
業
や
食
に
感
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し

い
」と
話
し
ま
し
た
。

家族と一緒に たっぷりおおだ産

とって つくって たべよう
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フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ニ
ュ
ー
ス
と
話
題
を
お
届
け
し
ま
す
♪

石
見
銀
山
産
直
出
荷
者
協
議
会
は
2
月
14

日
、
大
田
市
農
林
福
祉
会
館 

大
田
パ
ス
ト

ラ
ル
で
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
の
川
島
文
夫
会
長
は「
会
員
の

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
若
い
農
業
者
を
含

め
会
員
の
増
加
を
図
っ
て
い
き
た
い
」と
語

り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
、
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
版
と
し
て
作
成
さ
れ
た
産
直
向
け
の

統
一
生
産
履
歴
を
導
入
す
る
こ
と
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
当
面
、
義
務
化
は
さ
れ
な
い
も

の
の
、
将
来
的
な
安
全
・
安
心
面
の
状
況
を

鑑
み
、
義
務
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
平
成
31
年
4
月

1
日
か
ら
、
新
様
式
を
導
入
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

統
一
の
生
産
履
歴
導
入
を
決
定

● 

石
見
銀
山
産
直
出
荷
者
協
議
会
総
会

出席者の質問に答弁する川島会長

産
地
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

● 
石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
組
合
総
会

石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
組
合
は
、

2
月
8
日
に
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部 

多

目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

岩
崎
勝
男
組
合
長
は
開
会
の
挨
拶
で「
気

候
の
変
動
を
受
け
、
収
量
が
思
う
よ
う
に
伸

び
な
か
っ
た
が
、
今
年
も
新
た
な
目
標
を
掲

げ
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

石
見
銀
山
地
区
本
部
の
山
﨑
辰
次
本
部
長

は「
Ｊ
Ａ
と
し
て
産
地
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
し
っ

か
り
後
押
し
し
て
い
き
た
い
」と
激
励
し
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
他
、

昨
年
に
グ
ル
ー
プ
認
証
を
取
得
し
た『
美
味

し
ま
ね
認
証
』の
報
告
や
、
1
億
円
の
販
売

金
額
を
目
指
す『
石
見
銀
山
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

生
産
組
合
産
地
ビ
ジ
ョ
ン
』を
策
定
し
ま
し

た
。

『美味しまね認証』取得の報告を行う岩崎組合長

石
見
銀
山
農
政
会
議
は
2
月
13
日
、
大

田
市
農
林
福
祉
会
館 

大
田
パ
ス
ト
ラ
ル
で
、

平
成
30
年
度
農
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

農
政
懇
談
会
は
、
農
業
者
の
意
見
を
農
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
や
会
員
同
士
の
情
報
交
換

を
目
的
に
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

同
会
議
の
田
原
洋
司
会
長
は「
多
く
の
災

害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
状
況
の
中
、
農
家
の

声
を
農
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
よ
り

重
要
と
な
っ
て
い
る
」と
語
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
の
山
﨑
辰
次
本

部
長
は「
農
政
会
議
の
活
動
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
一
体
と
な
っ
て
農
業
振
興
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」と
参
加
者
へ
話
し
ま
し

た
。懇

談
会
で
は
、
島
根
県
西
部
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
県
央
事
務
所
の
坂
倉
健
太
職
員
と
静

野
誠
子
鳥
獣
対
策
専
門
員
が
、
鳥
獣
害
対
策

に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

鳥
獣
害
対
策
学
ぶ

● 

平
成
30
年
度
農
政
懇
談
会

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
青
色
申
告
友
の
会
が
2
月

8
日
、
道
の
駅
ロ
ー
ド
銀
山
に
お
い
て
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

同
会
の
田
原
洋
司
会
長
は「
収
入
保
険
制

度
の
導
入
も
あ
り
、
青
色
申
告
の
必
要
性
も

高
ま
っ
て
い
る
」と
語
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
の
山
﨑
辰
次
本

部
長
は「
個
人
の
経
営
も
幅
広
く
な
っ
て
い

る
。
会
員
の
皆
さ
ん
で
申
告
の
重
要
性
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
仲
間
づ
く
り
に
励
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
他
、

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
生
越
大
地
副
会
長
が

新
た
に
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
青
色
申
告
友
の
会
は
、
農

業
簿
記
を
利
用
し
た
経
営
診
断
に
よ
り
経
営

の
向
上
を
図
り
、
青
色
申
告
の
普
及
と
よ
り

良
い
経
営
を
目
指
し
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
会
長
に
生
越
大
地
さ
ん

● 

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
青
色
申
告
友
の
会
総
会

鳥獣害対策について講演する静野鳥獣対策専門員

総会の冒頭で挨拶を述べる田原会長
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童
15
人
が
2
月
15
日
、
校
内
の
ほ
場『
ぐ
ん

ぐ
ん
ハ
ウ
ス
』で
、
ブ
ド
ウ
の
剪
定
作
業
を

体
験
。
児
童
た
ち
は
、
同
組
合
の
組
合
員
で

あ
る
宅
和
健
さ
ん
、
坂
根
拓
倫
さ
ん
、
原
田

武
敏
さ
ん
、
小
野
健
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

剪
定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

組
合
員
が
剪
定
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
指
示
し
、

児
童
が
丁
寧
に
剪
定
バ
サ
ミ
で
枝
を
切
っ
て

い
き
ま
し
た
。
太
い
枝
を
切
る
と
児
童
か
ら

は
、
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

児
童
か
ら
は「
ハ
サ
ミ
で
切
る
の
は
、
力

が
必
要
で
大
変
だ
っ
た
」と
感
想
を
話
し
ま

し
た
。

今
年
度
最
後
の
体
験
学
習
を
終
え
た
児
童

か
ら
は「
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
を
２
回
も
し
た

の
が
驚
い
た
」、「
ブ
ド
ウ
が
た
く
さ
ん
取
れ

て
嬉
し
か
っ
た
」な
ど
、感
想
を
話
し
ま
し
た
。

今
年
度
最
後
の
学
習
で
剪
定
学
ぶ

● 
小
学
生
ブ
ド
ウ
剪
定
体
験

ぶどう生産組合組合員の指導のもと、剪定作業をする児童

子役の出演者にカレーをよそう女性部員

ジベレリン処理を行う
大田市ぶどう生産組合の小野健さん

大会宣言を読み上げる坂本さん

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部
が
２
月
17

日
、
大
田
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
劇
リ
ハ
ー

サ
ル
で
、
出
演
者
を
手
作
り
カ
レ
ー
で
も
て

な
し
ま
し
た
。

劇
は
、『
琴
の
鳴
る
浜
』と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
創
作
音
楽
劇
。
仁
摩
町
の
鳴
り
砂
の
海

岸『
琴
ヶ
浜
』の
国
の
天
然
記
念
物
指
定
を

記
念
し
て
、
地
元
の
有
志
に
よ
る
実
行
委
員

会
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ー
サ
ル
に
は
、
出
演
者
と
ス
タ
ッ
フ

を
含
め
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
女

性
部
は
、持
ち
寄
り
の
野
菜
を
使
い
、カ
レ
ー

や
サ
ラ
ダ
を
調
理
し
ま
し
た
。
出
演
者
ら
は

「
野
菜
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
カ
レ
ー
が
お
い

し
い
。
地
元
か
ら
の
応
援
が
い
ち
ば
ん
力
に

な
る
」と
お
か
わ
り
を
し
て
味
わ
い
ま
し
た
。

　
大
田
市
、
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
、
大

田
市
農
林
業
振
興
協
議
会
畜
産
部
会
は
2
月

28
日
、
地
区
本
部
に
お
い
て
、『
平
成
31
年
大

田
市
肉
用
牛
振
興
大
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
で
あ
る
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

の
山
﨑
辰
次
本
部
長
は「
鹿
児
島
全
共
で
優

秀
な
成
績
が
残
せ
る
よ
う
、支
援
し
て
い
く
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
楫
野
弘
和
大
田
市

長
は「
皆
様
と
と
も
に
大
田
市
の
畜
産
振
興

を
行
っ
て
い
き
た
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
川
本
家
畜
衛
生
部
の
岡
﨑
尚

之
部
長
か
ら
、
家
畜
の
衛
生
管
理
に
つ
い
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
大
代
町
の
坂
本
さ
や
か
さ
ん
が

大
会
宣
言
を
発
表
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

手
作
り
カ
レ
ー
で
も
て
な
す

●  

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部
が 

有
志
の
劇
を
支
援
『
琴
の
鳴
る
浜
』

● 

大
田
市
肉
用
牛
振
興
大
会

　
大
田
市
ぶ
ど
う
生
産
組
合
で
は
、
２
月
下

旬
か
ら
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
を
行
っ
て
い
る

デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
、
５
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
出

荷
予
定
の
も
の
で
す
。

　
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
と
は
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
の

溶
液
に
ブ
ド
ウ
の
花
を
一
房
一
房
に
浸
し
て

い
く
作
業
の
こ
と
で
、
種
無
し
ブ
ド
ウ
生
産

の
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
同
組
合
の
有
吉
誠
志
組
合
長
は「
価
格
が

高
い
５
月
中
に
出
荷
が
で
き
る
よ
う
、
作
業

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
作
業
を
き
ち

ん
と
行
う
こ
と
が
、
良
い
ブ
ド
ウ
作
り
に
つ

な
が
る
」と
語
り
ま
す
。

　
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
作
業
は
通
常
２
回
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
摘
粒
な
ど
の
作
業
を
終
え
、

収
穫
を
迎
え
ま
す
。

大
田
市

ぶ
ど
う
生

産
組
合
が

実
施
す
る

ブ
ド
ウ
栽

培
体
験
学

習
が
、
今

年
度
最
後

の
学
習
を

迎
え
ま
し

た
。大

田
市

立
鳥
井
小

学
校
3
・

4
年
生
児

5
月
中
に
出
荷
予
定

● 

ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
始
ま
る

家
畜
の
衛
生
管
理
に
つ
い
て
講
演
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このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪

■
２
月
号
の
表
紙
は
、「
温
泉
津
の
登
り
窯
」。
今
ま
で
な
ん
の
気
も
な
く

眺
め
て
い
ま
し
た
が
、
絵
画
に
な
る
と
素
晴
ら
し
く
遺
産
的
に
見
え
ま
し
た
。

温
泉
津
に
住
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
、
大
切
に
思
っ
て
い
か
な
く
て
は
と
、

今
さ
ら
な
が
ら
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
冬
は
雪
が
少
な
く
過
ご
す
に
は
楽
で
し

た
が
、
水
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。�

（
M
さ
ん
）

■「
健
康
豆
知
識
―
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
も
使
い
過
ぎ
は
禁
物
」。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て
い
る
の
で
、
お
互
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

�

（
O
さ
ん
）

■「
家
庭
菜
園
」は
、
今
年
も
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
植
え
た
種

芋
よ
り
多
く
採
れ
た
か
な
、
と
い
う
ジ
ャ
ガ
イ
モ
作
り
の
と
き
も
あ
り
ま
し

た
。
食
卓
に
私
が
作
っ
た
野
菜
が
多
く
な
る
よ
う
に
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
K
さ
ん
）

■
農
業
に
直
接
携
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
農
村
に
住
み
、
皆
さ
ん
顔

な
じ
み
の
方
の
こ
と
ば
か
り
。
２
月
号
の
ト
ッ
プ
記
事
の〝
島
根
の
い
い
も

の
再
発
見
〟の
岩
倉
さ
ん
、
厚
朴
さ
ん
は
、
と
も
に
そ
の
昔
、
小
学
校
で
担

任
さ
せ
て
も
ら
っ
た
方
々
。
嬉
し
く
、
懐
か
し
く
、
今
後
も
一
層
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
何
度
も
読
み
、
眺
め
て
い
ま
す
。�

（
S
さ
ん
）

■
私
は
農
業
で
は
な
い
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
野
菜
の
作
り
方
等
い
ろ
い
ろ
チ

ラ
シ
が
あ
り
、
地
区
本
部
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
の
活
動
と
か
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。パ
ズ
ル
も
も
ち
ろ
ん
い
い
で
す
ね
。た
ま
に
は
脳
ト
レ
等
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。�

（
H
さ
ん
）

■
今
年
も
我
が
家
で
１
人
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
ま
し
た
。
昨
年
は
息

子
達
一
家（
４
人
）が
か
か
り
、
大
変
で
し
た
。
気
を
つ
け
て
い
て
も
か
か
る

も
の
な
の
で
す
ね
。�

（
M
さ
ん
）

■
年
々
、
雪
が
積
も
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
昔
は
屋
根
の
庇
ま
で
積
も
っ
た
も

の
で
す
。
地
球
の
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
す
ね
。
で
も
、
雪
が
降
ら
な
い

と
不
作
に
な
る
と
い
い
ま
す
。
豊
作
が
い
い
で
す
ね
。�

（
T
さ
ん
）

■
今
年
か
ら
ネ
ギ
を
作
り
だ
し
て
、
出
荷
し
た
後
の
く
ず
を
自
分
た
ち
で
持
ち

帰
り
、
早
速
調
理
し
ま
し
た
。
白
い
部
分
は
甘
く
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で

す
。
そ
こ
で
私
は
、
醬
油
麹
に
10
㎝
位
切
っ
て
漬
け
て
お
い
て
、
取
り
出
し
て

２
㎝
位
に
切
っ
て
、
マ
カ
ロ
ニ
の
茹
で
た
も
の
と
炒
め
て
い
た
だ
い
た
り
も
し

ま
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
大
変
美
味
し
か
っ
た
で
す
。�

（
Y
さ
ん
）

い
よ
い
よ
春
到
来
で
す
。
花
粉
症
の
方
に
は
、
辛
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
ね
。

地
区
本
部
の
周
り
で
も
田
植
え
の
準
備
が
始
ま
っ
て
お
り
、
本
格
的
な
農
業

シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
予
感
さ
せ
ま
す
。

読 者 コ ー ナ ー
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　院
　長

福ふ
く

田だ

　亮り
ょ
う 

先
生

医
療
法
人 

郷
原
医
院

石見銀山地区本部管内 ２月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

２月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 11 972,000 76,680 716,335 53,215 18,295 267 279
中央 107 1,078,920 76,680 749,106 33,038 34,483 274 277
県 107 1,078,920 76,680 749,106 62,443 34,483 274 277

ヌキ
管内 23 1,026,000 37,800 792,814 9,351 -5,460 293 273
中央 151 1,192,320 37,800 834,940 28,590 13,716 297 270
県 151 1,192,320 37,800 834,940 29,988 13,716 297 270

【ヌキ】 【メス】
順位 地　区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父
1 志学 高田　雅晴 287 268 美国桜 百合茂 安福久

2 山口 大国　裕紀 287 281 美国桜 勝忠平 安福久

3 山口 大国　裕紀 221 227 隆之国 安福久 平茂勝

4 水上 ㈱大田原農場 282 282 幸紀雄 安福久 百合茂

5 富山 白石　健治 273 281 幸紀雄 薩摩隼人 安平

血
圧
が
下
が
ら
な
い
意
外
な
原
因
と
は
？

な
か
な
か
血
圧
が
下
が
ら
ず
、
３
種

類
の
薬
を
使
っ
て
も
下
が
ら
な
い
と
き

に
、
治
療
抵
抗
性
血
圧
と
呼
び
ま
す
。

原
因
は
色
々
あ
る
の
で
す
が
、
と
あ
る

研
究
に
よ
れ
ば
、
そ
の
最
大
の
原
因
は

「
薬
の
飲
み
忘
れ
」だ
そ
う
で
す
。
飲

み
忘
れ
の
程
度
も
１
ヵ
月
間
丸
々
飲

ん
で
い
な
い
と
い
う
も
の
か
ら
、
１
・

２
回
飛
ん
だ
と
い
う
も
の
ま
で
様
々
で

す
。
外
国
で
降
圧
剤
の
ケ
ー
ス
を
開
け

る
と
パ
ソ
コ
ン
に
記
録
が
残
る
と
い
う

実
験
を
す
る
と
、
何
と
約
半
数
の
人
が

キ
チ
ン
と
飲
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
た
そ
う
で
す
。
人
間
の
記
憶

と
い
う
の
は
、
自
分
が
思
っ
て
い
る
よ

り
も
遥
か
に
曖
昧
で
あ
り
、
必
ず
薬
を

貰
っ
て
い
る
と
自
信
た
っ
ぷ
り
に
言
っ

て
も
、
実
際
は
１
ヵ
月
飛
ん
で
い
る
と

い
う
ケ
ー
ス
は
結
構
あ
り
ま
す
。「
薬

が
あ
っ
た
の
で
、
来
な
か
っ
た
」と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
で
は
何
で

残
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
別
の
問
題
が

出
て
き
ま
す
。
若
い
時
は
面
倒
く
さ
く

て
飲
ま
な
い
、
年
を
取
る
と
飲
む
の
を

忘
れ
る
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
い
よ

う
で
す
。
先
代
の
お
袋
の
代
か
ら
の
患

者
さ
ん
の
内
服
状
況
を
み
る
と
、
高
齢

で
老
衰
に
な
っ
て
寝
た
き
り
に
な
っ
た

な
ど
を
別
と
す
れ
ば
、
キ
チ
ン
と
内
服

し
て
い
る
人
で
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
な

ど
に
関
連
し
た
合
併
症
で
ひ
ど
い
目
に

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
少
な
く
、
逆
に

薬
が
飛
ん
で
し
ま
う
こ
と
の
多
い
人
は

や
は
り
、
こ
う
し
た
合
併
症
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
と
実
感
し
ま
す
。
胃

薬
や
痛
み
止
め
な
ど
は
本
人
の
症
状
次

第
の
こ
と
も
あ
り
、
抜
け
た
と
し
て
も

致
命
的
に
な
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
す

が（
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
）
、
血

圧
、
脂
質
、
糖
尿
、
血
液
サ
ラ
サ
ラ
な

ど
の
薬
は
、
症
状
を
感
じ
な
い
こ
と
が

多
く
、
一
度
抜
け
る
と
、
下
手
を
す
る

と
数
ヵ
月
飛
び
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い

よ
う
に
、
個
人
個
人
で
忘
れ
な
い
よ
う

に
工
夫
が
必
要
で
す
。
面
倒
く
さ
く
て

飲
ま
な
い
人
よ
り
、
飲
ん
で
い
る
つ
も

り
で
忘
れ
て
い
る
人
は
、要
注
意
で
す
。

な
お
、
薬
が
不
規
則
に
な
る
と
同
じ
薬

で
効
か
な
く
な
り
、
結
果
的
に
薬
の
量

も
増
え
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

を
。

順位 地　区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父
1 大国 長見　茂幸 333 245 美津照重 安福久 百合茂

2 水上 ㈱大田原農場 315 287 幸紀雄 安福久 金幸

3 久手 川上　　泉 323 259 美津照重 安福久 平忠勝

4 志学 高田　雅晴 379 273 諒太郎 花清国 茂洋

5 水上 ㈱大田原農場 283 272 幸紀雄 茂洋 平茂勝

▶
ま
た
頑
張
り
ま
す
。

▶
嬉
し
い
で
す
。

　�こ
れ
か
ら
も
、
新
し
い
血
統
を
追
い
続

け
ま
す
。

ヌ
キ
最
高

メ
ス
最
高

仁
摩
町
大
国

長
見
　
茂
幸�

さ
ん

三
瓶
町
志
学

高
田
　
雅
晴�

さ
ん

平
成
31
年
２
月
13
日
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島根県庁　農村整備課からのお知らせ
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ＪＡしまね　石見銀山地区本部からのお知らせ

処理を希望される方は、下記の要領をご確認のうえ、持ち込みをお願いいたします。
なお、回収をご希望される方は、印鑑と処理費用をご持参ください。

回収日時  平成31年３月22日㈮　午前9：00〜12：00
	 	 （期日以外での回収はできませんので、ご協力をお願いいたします。）

回収場所  JAしまね 石見銀山地区本部　営農センター（大田市駅裏）
回収処理費用  １㎏あたり 500円（税込）

期限切れ農薬の回収を行います

■お問い合わせ■　JA 営農推進資材課  ☎0854-84-9070

１．��少量でも、農薬の入っていた袋・容器のままお持ちください。安全のため、違う種類の農薬を混ぜ
たりしないでください。

２．��粉剤・粒剤と液剤は分別してお持ちください。また、ヒ素・有機リン系の農薬、名前のわからない
農薬は別にしてください。

３．��スプレー缶は中身を出し切ってお持ちください。
４．��量の多少にかかわらず、ダンボール箱に入れてお持ちください。
５．��袋・容器から農薬がもれないよう、運搬には充分お気をつけください。
　　（農薬がもれたり混ざったりすると、有毒ガスが発生する恐れがあります。）

注意事項（廃棄農薬を持ち込む際には、必ず以下の事項をお守りください。）

◎農家の皆様へ

私
は
ま
だ
ま
だ

進
化
す
る
︒

私
は
ま
だ
ま
だ

進
化
す
る
︒

　　入学条件  JAに通うことができる50～70代の女性。原則5回以上ご出席いただける方。
　　定員　30名

入学金 10,000 円 ( 税込 )JA への出資金 /テキスト代 ※この他に材料費などを別途ご負担
　いただく場合がございます。

６期生
募集

締切：3月29日(金)

5/10（金）

6/14（金）

7/12（金）

9/6（金）

10/調整中

11/1（金）

12/13（金）

2020年2/7（金）

3/6（金）

心豊かにフラワーアレンジ

大人の社会科見学①

鮮やかに農を彩る

玉造温泉で幸せマナー美人

大人の社会科見学②

歩いて納得。大田の宝は世界遺産

福を呼び笑顔で年越し

食もお金も安全・安心

仲間とともに

（入学式、オリエンテーション）

～ぶどう収穫体験と畜産農家見学

～感性活きる絵手紙入門

～JA共済ふれあいの集い

～大田のお米ができるまで

～石見銀山研修会（軽登山）

～おおだ産そば粉で作る手打ちそば

～ホッとする相続と年金のお話

～伝統料理と謝恩会（卒業式）
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年金無料相談
複雑な年金手続きのお手伝いをいたします。
どなたでもお気軽にご来店ください。

※時間は９：00～15：00

４月７日（日）JA三瓶支店� ☎0854-83-2001

JAグリーンおおだ

4月は、休まず営業いたします。
・毎月５のつく日はポイント５倍！
・毎月０のつく日は玉子が半額！
・毎週火曜日は火曜均一セール！
・毎週木曜日は午後４時から夕方市！

「大根をたっぷり使ったレシピ」
今月の料理

JAしまね石見銀山女性部
部長
　森脇　岸江さん

提供：石見銀山産直出荷者協議会

①大根コロッケ
＜材料（３人分）＞
　・大根　200g� ・小麦粉　50g
　・豚ミンチ　100g� ・揚げ油　適量
　・サラダ油　大さじ１� ・パン粉　50g
　・塩コショウ　少々� ・卵　１個
　（ホワイトソース用）
　・牛乳　100㏄　・バター　20g�　・小麦粉　20g
＜作り方＞
❶���大根は千切りにする。
❷���フライパンにサラダ油を入れ、豚ミンチを炒め、色
が変わったら千切り大根を入れ、塩コショウで味を
調える。

❸���フライパンにバターを入れ、溶かし、小麦粉を入れ、
牛乳で伸ばし、固いホワイトソースを作る。

❹���粗熱を取った❷と❸を合わせ、よく混ぜ、俵型にする。
❺���❹に小麦粉、卵、パン粉の順にまぶし、中温170℃
ぐらいで揚げる。

②葉玉ねぎの鰯缶おかかポン酢和え
＜材料（４人分）＞
　・葉玉ねぎ　２個　　・鰯缶　１缶　
　・鰹節　１袋　　　　・ポン酢　適量
＜作り方＞
❶���玉ねぎの葉のところは薄い小口切り、玉の部分は半分に切り、�
薄切りにする。水にさっとさらし、ざるにあげる。

❷��水気を拭いた葉玉ねぎと鰯缶を和える。
❸��器に盛り、鰹節をのせ、ポン酢で和える。

③大根のみぞれ汁
＜材料（４人分）＞
　・大根　400g（皮ごと下ろす）　・だし汁　600㏄
　・白みそ　20g（大さじ1/2程度）
　・塩　小さじ１/２（地元の藻塩を使いましょう）　
　・片栗粉　小さじ１
　・薬味：青ネギ・七味唐辛子・焼きのり
＜作り方＞
❶���だし汁にすり下ろした大根を汁ごと入れ、加熱し、白みそを
入れ、塩で味を調える。

❷���水溶き片栗粉を加える。
❸���器に盛りつけ、薬味等を盛る。

④大根ご飯
＜材料（４人分）＞
　・米　３合
　・大根　300g　
　・ちりめんじゃこ　50g　
　・薄口醤油　大さじ２
　・砂糖　大さじ１
　・サラダ油　大さじ１　
　・季節の青物（あすっこ）　少々
＜作り方＞
❶���お米は炊いておく。
❷���大根は皮をむき、さいの目に切る。
❸���サラダ油をフライパンに入れ、大根を炒め、薄口
醤油、砂糖を入れ、味をつける。

❹���炊きあがったご飯に、ちりめんじゃこと❸を入れ、
混ぜる。

❺���器に盛り、季節の青物をのせる。（混ぜても良い。）

②

③④

①
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